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新型コロナウイルス流行下における

災害対策に関する検討（案）
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新型コロナウイルス流行下における災害対策検討の提案

出水期まで数ヶ月と迫っており、新型コロナウイルスの流行状況によっては災害と重なる可能性がある
既存の防災施策について、三密との関係性も含めて整理し、ITによる支援可能性を検討する

■ 具体的な検討事項（案）
• 災害発生時の避難方法

 避難所が過密にならないように案内する手法

• 避難所／避難場所の設置関係
 避難所が過密状態にならないようにどのように配置
 自宅の垂直避難等、避難所以外の活用

• 避難所／避難場所への支援
 勝手避難所／臨時避難所を含めた支援体制
 物資以外の支援の際のIT活用

• 医療等の支援方法
 感染対策に関する周知方法
 災害地域が緊急事態宣言中の場合の、近隣からの支

援方法

■ 検討体制（案）
• 内閣官房より要請を受けて、AI防災協議会を中心とした

企業・研究機関によって検討を行い、適宜、内閣官房及
び内閣府防災に報告する

• 防災に関する知見を有する研究機関、民間企業の知恵を
活用することによってより効果的な対応方法を検討し、
その成果を政府が活用できる体制とする

内閣官房
（IT室、コロナ
対策室）

AI防災協議会

内閣府防災

コロナ流行下における
災害対策の検討を要請

検討状況の報告
検討結果の報告

• AI防災協議会参加企業・団体
による早期の検討

• 必要に応じて情報発信

政府として連携

厚生労働省 総務省

経済産業省
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目指すべき行動変容（生存避難の場合）

従来の避難所だけではなく、分散した避難を行うために指定外避難所を設ける必要
住民が指定外避難所についての情報を得て、避難できるようにする連絡手段として防災チャットボットの活用

指定避難所を開設し、
住民に開設状況を伝える最寄りの指定避難所への

避難を第一に検討

はい

△△図書館が臨時の避
難所として開設されました。
そちらに避難しますか？

何人避難しています
か？

30人ぐらいいます 避難所ニーズに合わせて
指定外避難所を開設
住民に避難を促す

指定外避難所

避難しますか

避難所ニーズ

協力要請

臨時開設

××ホテルが臨時の避難所
として開設されました。そちら
に避難しますか？

避難所の過密

分散した避難

Before
CORONA

With
CORONA
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目指すべき行動変容（生活避難の場合）

指定外避難所に避難している人についても支援に関する情報を届ける必要
防災チャットボットを活用してニーズの収集と、情報提供の双方を実施

Before
CORONA

With
CORONA

指定避難所を中心
とした支援

物資・情報を得るために
指定避難所に行く必要

指定避難所の支援ニーズを
収集

指定外避難所
でも同等の支援

足りない物資は？

飲料水が足りない。

近くの小学校に給
水車がきてます

指定外避難所からも
ニーズを収集指定外避難所でも支援

の情報が入手できる
足りない物資は？

トイレットペーパーがなく
なりそう。

支援物資としてトイレッ
トペーパーを届けます。
体調悪い人はいます
か？

昨日から高熱の人がいま
す。

指定外避難所にも支援
を実施

保健医療情報の共有
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防災チャットボットで実施する事項の検討

防災チャットボットに登録時に聞く内容、災害時に聞く内容／提供する情報の検討を開始

１．自宅にいよう
（在宅避難を
最大化）

２．近くの安全な
知人・友人宅に
【地図参照】

３．臨時避難場所
に移動（車含む）
（感染対策必要）
【混雑度＋地図】

４．指定避難場所
に移動

（感染対策必要）
【混雑度＋地図】

ゴール：

スタート：

ハザードマップで
自分のいる場所の
浸水危険度を確認
色がついている

※

災害の危険があるので、
自宅の外に避難しま

しょう
安全な場所に住んでい
て身を寄せられる親戚

や知人がいる

はい

いいえ

※色が塗られていなくても、
周りと比べて低い土地や
崖のそばなどにお住まいの方は、
市区町村からの避難情報を参考に
必要に応じて避難してください

いまいる場所に、
公的機関☆から
避難すべきという
情報が入った はい

いいえ
コロナ下なので、
さしあたっての
移動を伴う避難を
見合わせましょう

☆公的機関から出される避難の参考にすべき情報は、
・気象庁の特別警報・警報等
・国土交通省地方整備局河川事務所の河川の水位情報
・市区町村からの避難指示・避難勧告等の避難情報
などがあります。（要支援者の場合はL3で避難）

いいえ1

いいえ2

はい

→ゴール後に、実際にどう行動する予定かの最終確認アンケート

いいえ3
救援要請or隔離兼避難施設

次頁コロナ下の避難対象者整理
（ベン図）に基づく避難要否・避難先
判断支援ルーチンを開発
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事前情報による避難者の分類

避難者の属性による案内内容についても検討を開始

要配慮者≒災害弱者
（自力避難行動困難者）

持病歴・年齢等から
コロナ脆弱性の高い人

新型コロナ罹患者、
発熱者（37.5℃以上）
もしくは感染疑い
自覚症状ありの人

A

B C

D

E

F

G

取るべき行動】
Z：それ以外の人 在宅避難

A：伊丹市モデルで安否確認 在宅避難
B：LINEによる健康管理 在宅避難
C：混雑度を考慮し、、 避難場所へ
D：コロナ対応福祉避難所か、

介助を受けて在宅避難

E：以降検討中
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